
 

 

物  質  名 4,6-ジニトロ-o-クレゾール ＤＢ－26 

別  名 
2-メチル -4,6-ジニトロフェノー

ル、DNOC 

構 造 式 

 

CAS 番号 534-52-1 

PRTR 番号 － 

化審法番号 3-2769 

分子式 C7H6N2O5 分子量 198.14 

沸点 378℃1)
 融点 86.6℃1)

 

蒸気圧 1.2×10
-4 

mmHg（25℃、実測値）2)
 換算係数 1 ppm =8.10 mg /m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 2.13（実測値）3)
 水溶性 1.98×10

2
 mg/L（20℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 21 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 7 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 40 mg/kg
 5)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、2.5、5、10、20 mg/kg/day を 90 日間混餌投与した結果、5 mg/kg/day 群で 1/20 匹、

10 mg/kg/day 群で 2/20 匹、20 mg/kg/day 群で 5/20 匹が死亡し、5 mg/kg/day 以上で体重増加の

抑制、10 mg/kg/day 以上の群で血中のグルコース、尿素の増加、20 mg/kg/day 群で血中の ALT

活性の上昇、下垂体で好酸性細胞の減少、ランゲルハンス島の萎縮などがみられたと

の報告 6)があるが、詳細は不明 7)とされている。 

・マウスに 0、1、5、10 mg/kg/day を 13 週間混餌投与した予備試験の結果、1 mg/kg/day 以上の

群の雌で血中の T3 濃度の用量に依存した中等度の減少、5 mg/kg/day 以上の群の雄で総 T4 濃

度の著明な減少がみられたが、1 mg/kg/day 以上の群で体重への影響や臨床所見はなかった 8)。 

・ラットに 0、0.00025、0.0015、0.01％の濃度で 104 週間混餌投与（雄で 0、0.1、0.59、4.12 mg/kg/day、

雌で 0、0.12、0.75、5.03 mg/kg/day）した結果、0.00025％以上の群で生存率、体重、血液検

査、臓器の組織への影響はなかったが、0.01％群の雄で餌料効率の低下がみられ、本物質の

投与と関連した影響と考えられた 9)。この結果から、雄の NOAEL を 0.0015％（0.59  

mg/kg/day）、雌の NOAEL を 0.01％（5.03 mg/kg/day）とする。 

・ネコに 2 mg/m
3 を 30 日間（4 時間/日）吸入させた結果、2/3 匹が死亡したが、0.2 mg/m

3 を 60

日間または 90 日間（4 時間/日）吸入させた試験では、重度の影響はなかったとの報告 10)があ

るが、詳細は不明 7)とされている 。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、0.0015、0.003、0.01％の濃度で混餌投与した 2 世代試験の結果、F0 世代の 0.01

％群で妊娠中の体重の有意な抑制を認めた。また、F1 世代の 0.003％以上の群の出生仔で生存

数の有意な減少、F0 及び F1 世代の 0.01％群の出生仔の有意な低体重を認めた 11)。この結果か

ら、親ラットの NOAEL は 0.003％（F0 世代の雌 2.24 mg/kg/day）、仔の NOAEL を 0.0015％

（0.75 mg/kg/day 相当）とする。 

・ラットに 0、1、5、25 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで飲水投与した結果、1 mg/kg/day 以



 

上の群の母ラットや胎仔に影響はなかった 12)。この結果から、母ラット及び胎仔の NOAEL

を 25 mg/kg/day とする。 

・ウサギに 0、4、10、25 mg/kg/day を妊娠 6 日から 18 日まで強制経口投与した結果、25 mg/kg/day

群で 6/16 匹が死亡し、うち 2 匹は肺や腸の感染症を起こしており、4 匹は本物質の投与とは

無関係と判断された。25 mg/kg/day 群であえぎ呼吸がみられた。胎仔では 25 mg/kg/day 群で、

外表系、内臓系の奇形、骨格系の変異がみられ、小眼球症、無眼球症、水頭症、小頭症の発

生率が高かった 13)。この結果から、母ウサギ及び胎仔の NOAEL を 10 mg/kg/day とする。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼に対して腐食性を示す。皮膚を刺激する。代謝速度に影響を与えることがある。高濃度の

場合、死に至ることがある。眼に入ると、発赤、痛み、皮膚に付くと皮膚の黄変、経口摂取

すると腹痛、嘔吐を生じる。吸入では発汗、発熱/体温上昇、吐き気、息切れ、息苦しさ、頭

痛、痙攣、意識喪失を生じ、これらの症状は経口摂取、皮膚への付着でも生じる 14)
 。 

・本物質は 1930 年代の一時期に肥満症の治療薬として使われ、3 mg/kg/day を 4～5 日間投与す

ることが推奨された。投与によって基礎代謝率が増加し、発汗、嗜眠、落ち着きのなさも生

じた。より低いが効果のある用量として、0.5～1 mg/kg/day の投与量も推奨された。しかしな

がら、臨床所見を伴い、基礎代謝率が 30～50％増加した 15) 。 

・5 人の男性ボランティアに 75 mg/day を経口投与した結果、投与後 3、4 日で血中濃度が 15～

20 µg/g に達した。5 日間または 5 日間以上の経口投与を受けた 2/5 人では、投与直後の本物

質の血中濃度が 40～48 µg/g となり、倦怠感、頭痛等の症状が出た。なお、投与 1 日では全員

に中毒症状はみられなかった 16）。 

・気中濃度が 4.7 mg/m
3 では致命的ではない中毒症状（発熱、基礎代謝率の増加、心拍数、呼吸

数の増加、大量の汗など）を生じ、2.5 mg/m
3 では影響はなくなった 17)。 

・本物質を扱った農薬散布者の知見では、3 週間のばく露で血中濃度は 0.8 µg/g で、深い倦怠感、

短い呼吸、体重の減少を訴えた 18)。4～20 時間の散布作業で血中濃度は 0.5 未満～0.8 µg/g、2

～22 時間の散布作業で血中濃度は 0.5 µg/g 未満（未検出）との知見があり、いずれの場合も

臨床所見はなく、肝臓のパラメータにも異常はなかった 19)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度   
 

 ACGIH 
20)

 TLV-TWA 0.2 mg/m
3
  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.59 mg/kg/day（餌

料効率の低下）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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